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教育委員会第２回定例会記録 

 

◇開会年月日 令和８年２月１９日（木曜日）  午後２時３０分開会 

       午後４時 ７分閉会 

◇開催の場所 本庁舎４階 ４０１会議室 

 

◇出席委員等  ５名 

教 育 長                宍 戸 健 悦 

委   員 （教育長職務代理者）     今 泉 良 正 

委   員                梶 谷 美智子 

委   員                大 和 千 恵 

委   員                依 田 晴 美 

 

◇出席職員  事務局長                  冨 澤 成 久 

事務局次長                 今 野 良 司 

事務局次長（教育・文化芸術振興担当）    須 田 恵 美 

学力向上推進監               仲 上 浩 一 

       教育総務課長                木 下 智 由 

学校再編推進室長              髙 橋 龍 一 

学校教育課長                山 田 敦 子 

学校安全推進課長              佐々木   伸 

学校管理課長                土 田 順 平 

生涯学習課長兼博物館長           高 橋 秀 和 

石巻中央公民館長              佐々木 康 夫 

図書館副館長                八 木 国 裕 

 

◇書  記  教育総務課長補佐              津 田  忍 

       教育総務課総務係長             阿 部 恭 子 

教育総務課主査               伊 藤 晃 子 
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◇付議事件 

一般事務報告 

・教育長報告 

・石巻市立学校施設等緊急搬送時選定療養費助成金の創設について 

報告事項 

・報告第２号 専決処分の報告について 

専決第１号 石巻市桃生農業者体験実習館条例を廃止する条例  

専決第２号 石巻市学びサポートセンター条例の一部を改正する条例 

専決第３号 令和８年度石巻市一般会計予算 

（教育委員会の事務に係る部分） 

 審議事項 

・第１１号議案 石巻市医療的ケア運営推進会議の設置について 

・第１２号議案 石巻市学校運営協議会規則の一部を改正する規則 

 ・第１３号議案 石巻市芸術文化センター名誉館長設置要綱及び 

石巻市博物館名誉館長設置要綱の一部を改正する告示 

 

その他 
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午後２時３０分開会 

 

○宍戸健悦教育長 ただいまから令和８年第２回定例会を開会いたします。 

本日の会議ですが、欠席委員はおりません。 

会議録署名委員の指名 

○宍戸健悦教育長 それでは、会議録署名委員の指名を行います。 

 本日の会議録署名委員は今泉委員にお願いいたします。 

 よろしくお願いします。 

教育長報告 

○宍戸健悦教育長 それでは、本日の案件に入ります。 

本日の案件は一般事務報告が２件、報告事項が１件、審議事項が３件、その他となっており

ます。 

それでは、一般事務報告に入ります。 

初めに、私のほうから、報告をいたします。 

まず、梶谷委員には、２月１日に行いました桃生幼稚園の閉園式にご出席いただきました。

子供が緊張の中にも精一杯頑張って演技をする姿が見られ、地域の方々にとっても思い出に残

る式典となったことと思います。施設については、今後地域の方々と協議の上、有効に活用し

ていきたいと考えております。 

 次に、委員の皆様には、臨時教育委員会に引き続きまして岩手県への小中一貫校先進校視察

にご参加いただきました。大変お疲れ様でした。盛岡市立西峰学園・土淵小中学校と、大槌町

立大槌学園・義務教育学校の視察では、二つの異なる典型的な一貫教育学校を見学でき、大い

に参考になりました。いずれも９年間の学びを通して、目指す生徒像の育成に向けたカリキュ

ラムの工夫や施設整備の工夫がありました。また、校長先生や教育長さんのお話から、それぞ

れの効果的な面や、御苦労を伺うことができました。 

現在、本市においても、仮称桃生小中学校の基本構想の策定が進められております。 

我々教育委員会も大いに情報収集して、次世代に求められる教育が展開できる、先進的な学

校の実現を目指してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

次に、今月の学校、幼稚園の状況ですが、コロナ及びインフルエンザの感染状況につきまし

ては、まずインフルエンザで、１月は１４学級７学年で閉鎖いたしましたが、２月は１８日時

点で２７学級、１４学年、１学校を閉鎖いたしました。記録的な少雨で空気も乾燥しており、

かなり蔓延している状況であります。 

また、コロナについても、２月に入って１５人が出席停止をしております。 

各学校・園では、感染予防等、早めの対応をしているところでありますが、受験期でもあ

り、感染状況について注視しているところでございます。 

次に、卒業式関係につきましては、桜坂高校は３月１日、中学校は主に６日金曜日、７日土

曜日、そして小学校は、主に１９日木曜日に予定されております。 

皆様にも御出席頂く予定となっておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

次に、市議会第１回定例会は、予定どおり始まっており、３月１９日木曜日までの会期予定
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であります。 

この後、専決処分の報告で詳しく御報告をいたします。 

なお、審議経過は、来月以降の定例会で報告をいたします。 

以上で報告を終わります。何か御質問ございますか。 

  （「なし」との声あり。） 

 

石巻市立学校施設等緊急搬送時選定療養費助成金の創設について 

○宍戸健悦教育長 それでは、なければ次に、石巻市立学校施設等緊急搬送時選定医療費助成

金の創設についての報告を教育総務課長からお願いします。 

○木下智由教育総務課長診療費とは別に、患者が自己負担する追加費用である「選定療養費」

の徴収が法律上義務づけられております。 

この選定療養費は、緊急搬送の場合であっても適用される可能性があることから、学校管理

下における事故等の際に緊急搬送をためらうことが懸念されております。 

こうした状況を受け、令和７年７月には、石巻市立小中学校事務共同実施組織連絡会より、

選定療養費の助成についての要望があったところでございます。 

このため、学校管理下における事故等による緊急搬送が必要と判断される場合に、選定療養

費が緊急搬送の妨げにならないよう、当該費用を助成するものであります。 

これにより、児童及び生徒等の安全を確保するとともに、学校現場及び保護者の負担軽減を

図るものでございます。 

なお、助成内容につきましては、選定療養費全額を助成するものであり、令和８年度当初予

算において、小学校・中学校・高等学校、幼稚園合わせて８万７，０００円を計上しておりま

す。 

また、施行年月日につきましては令和８年４月１日を予定しております。 

以上でございます。 

○宍戸健悦教育長 これについて補足しますと、学校で事故が起きた場合に、養護教諭が対応

しますけれども、救急車を呼ぶという場合においては、管理職である校長や教頭が最終的判断

をして、救急車を要請することになりますけれども、その折に、自己負担で７，７００円とい

う費用がかかる場合がありますので、その辺について、躊躇しないで、危険な場合にはすぐ救

急車を呼んでもらうために、こういう助成金を措置したもので、養護教諭からの要望も出てい

るというような状況です。 

これについては、県内の自治体では実施していなくて、水戸市での事例があったということ

ですよね。なので、先進的にそういうのを取り入れていくということであります。 

これについて何か御質問ございませんか。 

はい、今泉委員。 

○今泉良正委員 石巻市が全国で２番目ということですか。 

○宍戸健悦教育長 教育総務課長。 

○木下智由教育総務課長 はい。 

水戸市が、２年ほど前に始めたんですが、茨城県内ではかなり進んでおりまして、あと東海
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地区にも幾つか実施している自治体があるんですけど、県内の市町村を全部調べたところ、ま

だ実施しておりませんので、本市は割と早めなほうだと思いますが、全国で２番目ではござい

ません。 

○宍戸健悦教育長 はい、そのほかございませんか。 

はい、大和委員。 

○大和千恵委員 地域医療支援病院というのは、市内だと日赤病院が該当するのでしょうか。 

○宍戸健悦教育長 はい、教育総務課長。 

○木下智由教育総務課長 はい。 

そうですね、病床２００床というところで、石巻赤十字病院が該当します。やはり搬送が９

割方、赤十字病院のほうに集中するという現状もございます。 

○宍戸健悦教育長 よろしいですか。そのほかございませんか。 

はい、梶谷委員。 

○梶谷美智子委員 予算に、小・中・高・幼稚園と、選定療養費が計上されているんですけれ

ども、何か特別な配慮があって、この配分なのかについて教えていただきたいと思います。 

○宍戸健悦教育長 はい。教育総務課長。 

○木下智由教育総務課長 はい。 

ここ３年ぐらいの実績を調べて、平均で大体年１０件程度だったので、全体で１１回分を予

算計上したところですが、やはり小学校が多いという実態もありまして、小学校に６回分、中

学校に３回分、高等学校と幼稚園にそれぞれ１回分ずつということで、併せて１１回分の予算

を要求しております。 

○宍戸健悦教育長 他に御質問等ございませんか。 

  （「なし」との声あり。） 

 

報告第２号 専決処分の報告について 

専決第１号 石巻市桃生農業者体験実習館条例を廃止する条例 

○宍戸健悦教育長 なければ次に、報告事項に入ります。 

報告事項第２号、専決処分の報告についての専決第１号、石巻市桃生農業者体験実習館条例

を廃止する条例について、生涯学習課長から説明をお願いします。 

生涯学習課長。 

○高橋秀和生涯学習課長兼博物館長 はい。 

それでは報告第２号、専決処分の報告のうち、専決第１号、石巻市桃生農業者体験実習館条

例を廃止する条例について御説明申し上げます。 

資料のほうは、表紙番号１の４ページを御覧頂きたいと思います。 

本報告につきましては、令和８年石巻市議会第１回定例会に提案するため、市長から本案に

対します意見を求められましたが、教育委員会を開催する時間的余裕がありませんでしたので、

石巻市教育委員会教育長事務委任等に関する規則第３条第１項の規定により、２月６日付けで

異議のない旨専決処分を行いましたので、同条第２項の規定により報告するものであります。 

なお、本案につきましては、令和８年石巻市教育委員会第１回定例会におきまして、御報告
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をさせていただいた上で、市議会第１回定例会に提案したものでございます。 

石巻市桃生農業者体験実習館条例を廃止する条例につきましては、実習館の廃止に伴いまし

て、本条例を廃止するものでございます。 

次に、附則になりますが、本条例の施行期日を令和８年４月１日とするものでございます。 

以上で報告を終わります。 

○宍戸健悦教育長 では、ただいまの説明に対して御質問等ございませんか。 

これにつきましては前回、皆さんに御報告をいたしたというところでございます。 

（「なし」との声あり。） 

 

専決第２号 石巻市学びサポートセンター条例の一部を改正する条例       

○宍戸健悦教育長 なければ次に、報告第２号専決処分の報告について、専決第２号石巻市学

びサポートセンター条例の一部を改正する条例についての報告を受けたいと思います。 

学校教育課長から説明をお願いします。 

学校教育課長。 

○山田敦子学校教育課長 はい。それでは、報告第２号、専決処分の報告についての専決第２

号、石巻市学びサポートセンター条例の一部を改正する条例について御説明申し上げます。 

本報告につきましては、令和８年石巻市議会第１回定例会に提案するため、石巻市長から教

育委員会に本案に対する意見を求められましたが、教育委員会を開催する時間的余裕がありま

せんでしたので、教育委員会教育長事務委任等に関する規則第３条第１項の規定により、２月

６日付けで異議のない旨、専決処分を行いましたので、同条第２項の規定により報告するもの

でございます。 

本案は、令和８年教育委員会第１回定例会で議決頂きました石巻市住吉学びサポートセンタ

ーを開設することに伴い、本条例の一部を改正するものであります。 

表紙番号１の５ページ、あわせて表紙番号３の１ページを御覧願います。 

初めに、第１条について、現行条文に規定している所在地の記載を整理するとともに、新た

にセンターの名称及び位置を定める規定を追加し、既存の向陽地区のセンターに加え、住吉地

区に新たに設置する学びサポートセンターを条例上位置づけるものであります。 

次に第４条について、前段の改正に伴い、引用条項の整理を行うものであります。 

最後に附則でありますが、本条例の施行期日を令和８年４月１日とするものであります。 

以上で報告を終わります。 

○宍戸健悦教育長 はい。これにつきましても前回御報告をしたところでございます。 

これについて、何か御質問等ございませんか。 

（「なし」との声あり。） 

専決第３号 令和８年度石巻市一般会計予算 

（教育委員会の事務に係る部分） 

○宍戸健悦教育長 それでは、なければ次に、報告第２号専決処分の報告について、専決第

３号令和８年度石巻市一般会計予算（教育委員会の事務に係る部分）についての報告を受けた

いと思います。 
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教育総務課長から説明をお願いします。 

教育総務課長。 

○木下智由教育総務課長 はい。 

それでは、報告第２号専決処分の報告についてのうち、専決第３号令和８年度石巻市一般会

計予算（教育委員会の事務に係る部分）について、御説明申し上げますので、表紙番号１の６

ページを御覧願います。 

本報告につきましては、令和８年石巻市議会第１回定例会に提案するため、石巻市長から教

育委員会に本案に対する意見を求められましたが、教育委員会を開催する時間的余裕がなく、

教育委員会教育長事務委任等に関する規則第３条第１項の規定により、２月６日付けで、異議

ない旨の専決処分を行いましたので、同条第２項の規定により、報告するものでございます。 

それでは、別冊１の１ページから３ページを御覧願います。 

予算規模につきましては、令和８年度石巻市一般会計予算の総額が、８１２億３千万円とな

っており、そのうち、１０款、教育費に係る予算は、９９億５３万１千円となっております。    

なお、１０款には教育委員会の事務に係る予算のほか、人事課の所管する人件費及びスポー

ツ振興課が所管するスポーツに関する予算が含まれており、それらを除く教育委員会の事務に

係る予算は７６億９，４７７万５千円となっております。 

それでは、初めに、歳出から説明させていただきます。 

なお、説明に関しましては、教育委員会の事務に係る部分についてのみ、説明させていただ

きますのでご了承願います。 

歳入、歳出総括及び歳入歳出の事項別明細につきましては、１０款全体予算を記載した資料

となっておりますのでご了承ください。 

それでは、各項ごとに本年度予算額及び前年度予算額の比較増減を説明した後、各項におけ

る特筆すべき事業についてのみ、説明をさせていただきます。 

２ページをご覧ください。１０款 教育費 １項 教育総務費は、本年度予算額１２億６，

９６０万７千円となっております。前年比較１億９，３１６万円の減額となっております。 

主な事業の内容としましては、５６ページ、１０款 教育費 １項 教育総務費 ３目 教

育指導奨励費 説明欄２の学力向上推進事業費に、市立小中学校における児童生徒の学力向上

に向けた取組みに要する経費として、全学年を対象とした学力調査業務委託料など２，８７０

万４千円を、６４ページ、説明欄２０の学びサポートセンター事業費に学びサポートセンター

（コイル）における不登校児童生徒の支援に要する経費として、４，０２５万１千円を計上し

ております。 

２ページへお戻りください。１０款 教育費 ２項 小学校費は、予算額２１億４，２５５万

８千円となっております。前年比較６億３，３６６万４千円の増額となっております。 

主な事業の内容としましては、７０ページ、１０款 教育費 ２項 小学校費 １目 学校

管理費 説明欄７の小学校施設維持整備費に、小学校施設の維持整備に要する経費として、 １

億２，９６１万円を、７２ページ、説明欄８の小学校統合関係費に河南地区小学校の統合等に

要する経費として、３９２万円を計上しております。 

また、同じく７２ページ、３目学校建設費の説明欄１の前谷地小学校屋内運動場改築事業費

に前谷地小学校屋内運動場の改築に要する工事管理業務委託料や屋内運動場改築工事など８億
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８，２９１万７千円を計上しております。 

２ページにお戻りください。１０款 教育費 ３項 中学校費に、予算額１１億３，７２０

万円を計上しております。前年比較１３億４，０７４万９千円の減額となっております。 

主な事業の内容としましては、７８ページ、１０款 教育費 ３項 中学校費 1 目 学校

管理費 説明欄６の中学校施設維持整備費に各中学校施設の維持整備などに要する経費として、

７，８３０万円を計上しております。 

また、８０ページ、３目 学校建設費 説明欄1の蛇田中学校校舎改修事業費に蛇田中学校

校舎の改修に要する経費として、２億４，９６２万８千円を計上しております。 

また、新規事業として、同じく８０ページの説明欄２の蛇田中学校空気調和設備機器等機能

復旧事業費に蛇田中学校の空気調和設備機器等の機能復旧に要する経費として、１億６，６０

６万円を計上しております。 

２ページへお戻りください。１０款 教育費 ４項 高等学校費に、予算額４億６，１６３

万７千円を計上しております。前年比較２９７万７千円の増額となっております。 

主な事業の内容としましては、８６ページ、１０款 教育費 ４項 高等学校費 １目 学

校管理費 説明欄７の魅力ある学校づくり事業費に３８３万円を計上しております。 

２ページへお戻りください。１０款 教育費 ５項 幼稚園費に、予算額３億８，００４万

円を計上しております。前年比較６，９４１万２千円の減額となっております。 

主な事業の内容としましては、９２ページ、１０款 教育費５項 幼稚園費１目 幼稚園費 

説明欄６の幼稚園施設維持整備費に１２４万７千円を、説明欄７の私立幼稚園施設等利用支援

事業費に１億５，４８１万１千円を計上しております。  

２ページへお戻りください。１０款 教育費 ６項 社会教育費は、予算額１３億９，１９

１万円を計上しています。前年比較４，８３３万円の増額となっております。 

主な事業の内容としましては、９６ページ、１０款 教育費 ６項 社会教育費 １目 社

会教育総務費 説明欄７の芸術文化振興費に、芸術文化の振興に要する経費として、１，０５

１万９千円を計上しております。 

また、１００ページ、２目 文化財保護費の説明欄６のみちのくＧＯＬＤ浪漫普及啓発推進

事業費に、日本遺産「みちのくＧＯＲＤ浪漫」の普及啓発推進に要する経費として、５５万８

千円を計上しております。 

また、１０２ページ、４目 図書館費の説明欄１の図書館管理費に図書館の運営管理に要す

る経費として７，５３４万４千円を計上しております。 

２ページへお戻りください。１０款 教育費７項 保健体育費に、予算額３１億１，７５７

万９千円を計上しております。前年比較１１億７，５８６万８千円の増額となっております。 

主な事業の内容としましては、１１８ページ、１０款 教育費７項 保健体育費３目 学校

給食費 説明欄１の学校給食センター運営費に、副食物の搬送業務委託料や調理等業務委託料

など学校給食センターの管理運営に要する経費として、６億５，２５３万１千円を計上してお

ります。同じく、１１８ページの説明欄３の賄材料費（物価高騰対策分）に、賄材料の物価高

騰対策に要する経費として、７，５２９万６千円を、１２０ページ、４目 学校給食センター

建設費 説明欄1の学校給食センター建設事業費に学校給食センター施設整備費（ＰＦＩサー

ビス対価）など学校給食センターの建設に要する経費として、１０憶３，８７４万６千円を計
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上しております。 

次に、歳入について御説明申し上げますので、１ページにお戻り願います。 

初めに、１２款 分担金及び負担金は、８２１万３千円となっております。内容としまして

は、４ページ、１項 負担金 ６目 教育費負担金 １節 教育総務費負担金 説明欄１ 特

別支援教育共同実習所運営費他市町負担金及び２節 社会教育費負担金 説明欄１ 視聴覚セ

ンター運営費他市町負担金が計上されております。 

１ページにお戻り願います。 

次に、１３款 使用料及び手数料は、５，１３０万１千円となっております。主なものとし

ては、６ページ、１項 使用料 ７目 教育使用料 １節 高等学校使用料、１４ページ、２

項 手数料 ５目 教育手数料 １節 高等学校手数料等が計上されております。 

１ページにお戻り願います。 

次に、１４款 国庫支出金は、６億５，９４２万１千円となっております。主なものとして、

１６ページ１項 国庫負担金 ３目 教育費国庫負担金 １節 小学校費負担金 説明欄１の

小学校屋内運動場改築事業費負担金（１/２）、２２ページ２項 国庫補助金 7目 教育費国

庫補助金 ２節 中学校費補助金 説明欄８の空気調和設備機器等機能復旧事業費補助金（３

/４）、５節 保健体育費補助金 説明欄１の学校施設環境改善交付金（学校給食センター建設

事業（１/３））、説明欄２の地方創生臨時交付金（賄材料費高騰対策事業）等が計上されてお

ります。 

１ページにお戻り願います。 

次に、１５款 県支出金は、４億２，８３７万１千円となっております。主なものとして、

３２ページ２項 県補助金 ８目 教育費県補助金 ６節 保健体育費補助金 説明欄１ 給

食費負担軽減交付金」等が計上されております。 

１ページにお戻り願います。 

次に、１６款 財産収入は、１，０３２万４千円となっております。主なものとして、３８

ページ、１項 財産運用収入 ２目 利子及び配当金 １節 利子収入 説明欄１５の奨学資

金基金収入、３目 施設命名権収入 １節 施設命名権収入 説明欄１の複合文化施設命名権

収入等が計上されております。 

１ページにお戻り願います。 

次に、１８款 繰入金は、７億８，０４０万７千円となっております。 

次に、２０款 諸収入は、３億９，５９６万８千円となっております。 

次に、２１款 市債は、１４億６，７３０万円となっております。 

次に、税等一般財源については、６０億９，９２２万６千円となっております。 

最後に、債務負担行為について御説明申し上げますので、 １２２ページから１２７ページ

を御覧願います。 

債務負担行為につきましては、ＬＥＤ照明灯借上料（桃生総合支所・桃生公民館）など、翌

年度以降にわたる業務や借上料等３６件でございます。 

以上で、報告を終わります。 

○宍戸健悦教育長 はい。学校管理課長。 

○土田順平学校管理課長 はい。 
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私のほうから、ただいま教育総務課長のほうから御説明を頂きました令和８年度の一般会計

の予算の中で、関連する予算ということで、学校給食費の改定案について御説明をさせていた

だきたいと思います。 

資料につきましては、本日お配りしておりますＡ４横の資料に基づいて御説明をさせていた

だきます。 

令和８年度の学校給食費の改定(案)についてということでございますけれども、基本的な考

え方といたしましては、この四角い枠の中にある基本方針というのを御覧になっていただけれ

ばと思います。 

昨今、食材費の高騰が続いておりまして、これまでは何とか国の臨時交付金等を活用するな

ど、不足分を補ってきたところですけれども、現行の給食費では、栄養バランスのとれた質と

量を維持することが困難となったため、基準価格を実際の価格に見合ったものに是正するとい

うものですが、学校給食法に基づきまして、給食費を２年ぶりに増額改定をし、令和４年度改

定時から据え置いておりました保護者の負担額についても引き上げるものでございます。 

それでですね、小学校と中学校及び幼稚園について、考え方がちょっと違いますので、下の

表のほうで御説明をさせていただきます。 

まずは表の③の欄を御覧願います。今現行の給食費の基準単価です。 

小学校につきましては３１９円、中学校については３８２円、幼稚園については２６２円と

なっております。 

これを、先ほど、適切な水準に是正するということで、④の欄になりますが、令和８年以降

の新しい給食費の基準単価ということで、小学校については、３１９円から３７０円、中学校

については４５０円、幼稚園につきましては３１２円に増額改定するものでございます。 

ここでは、先ほど申し上げました小学校と中学校、幼稚園の考え方が違うということがあり

ますので、まずは小学校のほうから御説明いたします。④の欄の３７０円に引き上げるんです

けれども、今回、国の施策として、学校給食費の抜本的な負担軽減ということで、新たに給食

費負担軽減交付金が交付されることとなっております。 

これを、石巻市の場合、１食当たり単価として３１８円相当交付されると見込んでおりまし

て、この３７０円から国の交付金３１８円を引きますと、差引き５２円が残ります。この５２

円につきましては、昨年度、国から重点支援交付金が交付されておりまして、こちらのほうを

活用することによって、⑦の欄になりますが、最終的には、小学校において実質的な給食費の

無償化を実施するということでございます。 

一方、中学校と幼稚園についてですが、まずは中学校ですけれども、④の４５０円に引き上

げるということですが、これはそのまま引上げてしまいますと、②の現行の保護者負担額３５

０円が１００円引き上がることになります。 

やはり１００円引き上げるというのは、かなり家計の負担があるというような影響を考慮し

まして、１００円の半分、５０円を市が負担し、残りの５０円を、保護者に負担をしていただ

くというような考え方になります。結果的に、保護者の負担額につきましては、⑦の欄になり

ますが、中学校については４００円ということで、これは月額の影響を申し上げますと、一月

当たり、現行と比較しますと８７５円引き上がって、引上げ後の月額の単価が７，０００円ぐ

らいになるということです。 
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幼稚園についても同じような考え方でして、今現在の保護者の負担額が②の２４０円となっ

ております。これが④の３１２円に引き上がりますので、このまま引上げてしまいますと、保

護者負担額が７２円というような形になってしまうのですが、その半分を市が負担し、その残

りの半分を保護者に負担していただくということになりますと、結果的には⑦の２７６円が保

護者負担額になるものです。 

ここで、さらに小学校のほうについて少し御説明を申し上げますと、令和９年度以降も引き

続き無償化になるのかどうかということですけれども、⑨の欄を見ていただくと、０円もしく

は５２円というふうに記載をしております。 

これについては、令和９年度以降については、本市の極めて厳しい財政状況を踏まえまし

て、国からの支援等の動向を見極めながら、総合的に判断していくということでありまして、

今現時点で、実質的な無償化を継続できるかどうかというのは、今の段階ではちょっと判断が

できないというような状況です。 

説明については、以上でございます。 

○宍戸健悦教育長 それではただいま令和８年度の一般会計についての説明がありました。 

給食費も含んで説明がありました。 

これについて御質問等を受けたいと思います。どこからでも構いません。 

はい、今泉委員。 

○今泉良正委員 はい。 

歳入のほうで、５ページの１項の６目、特別支援教育共同実習所運営費他市町負担金とあり

ますが、女川町または東松島市の児童生徒が利用するときにお金を徴収するということだと思

うんですが、これって、今までの実績はどうなのかなと思いまして、お聞かせ願いたいと思い

ます。 

○宍戸健悦教育長 はい。それでは、学校教育課長。 

○山田敦子学校教育課長 はい。それではお答えいたします。 

令和７年度の実績でございますが、全体の通所者は５９名です。 

そのうち、女川町からの通所者が５名になっております。東松島市からは０名でございます。 

○宍戸健悦教育長 はい。ということで、これは女川町からの負担金ということになります

ね。 

そのほかございませんか。 

はい、梶谷委員。 

○梶谷美智子委員 説明にはなかったんですけれども、６５ページのスクールソーシャルワー

カー配置事業費のところについて少し確認させて頂きたいと思います。 

不登校や虐待、ヤングケアラーなど、いろいろな課題があるわけですけれども、そういった

課題を抱える児童生徒を福祉の視点から支援する、スクールソーシャルワーカーの役割ってす

ごく大事なわけですけれども、石巻市の場合、スクールソーシャルワーカーの配置はどのよう

になっているのか、少し教えていただきたいと思います。 

明確な配置基準っていうものはないというように何か書いてあったかと思うんですけれども、

よろしくお願いいたします。 

○宍戸健悦教育長 はい。学校教育課長。 
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○山田敦子学校教育課長 はい。お答えいたします。 

令和７年度は、１０名のスクールソーシャルワーカーを配置しております。 

今のところ、今年度の実績をまとめているところですけれども、前年度実績に合わせて、次

年度の配置を現在組み組立てているところです。 

スクールソーシャルワーカーの多くは、複数の市町村を回って勤務されていて、病院等でも

勤務されているという方もおります。 

配置時間等については、県からの指定がありますので、それと、本市の実情、加えて継続の

子供たちや保護者の様子等を含めて、それをこちらで総合的に判断して、週１回は必ず、本部

校から派遣するという形です。なので、１０名のうち、市教委を本務地として回られる方が１

名、あとの９名は、それぞれ一つの学校を本務校としてそこから派遣されていくという形にな

っておりますが、週に１回ぐらいしか行けない学校もあるというところが実情でございます。 

○宍戸健悦教育長 ちょっとこれを補足しますと、県のほうからは、大体８人枠で予算の計上

があるんですけれども、本市では、コイルのほうにも配置しているということで、令和７年度

は１０人お願いをして配置しております。 

令和８年についても、同じく１０人という予定でおります。 

○梶谷美智子委員 ありがとうございました。 

本務校というのは、やっぱり中学校を本務校として、その中学校区内を回っていただくとい

うようになっているのでしょうか。 

○宍戸健悦教育長 学校教育課長。 

○山田敦子学校教育課長 はい。 

本務校については、特に中学校でなければならないとか、小学校に必ず置くなどというわけ

ではなくて、地域の実情であるとか、担当する子供たちによって配置校を決めているという形

です。 

○宍戸健悦教育長 よろしいですか。 

それではそのほかございませんか。 

はい、今泉委員。 

○今泉良正委員 はい。６７ページの４目の教職員住宅管理費ですが、これだけまだあるのか

と思ってちょっと驚いたところです。実際に、使用している人がいるのかどうなのか、それか

ら、職員住宅施設維持管理等業務委託料というのは、どういう内容なのかなあと思って質問さ

せていただきました。 

○宍戸健悦教育長 はい、学校管理課長。 

○土田順平学校管理課長 はい。 

それでは、学校管理課からお答えいたします。 

管理している住宅ということでございますが、鮎川の教職員住宅と、中津山にある教職員住

宅の二つを管理しております。 

来年度につきましては、中津山の教職員住宅は、もしかしたら居住者はいなくなるのではな

いかということです。現在は来年度も鮎川のほうに1人継続されるのではないかというような

見込みです。 

ただ、これも今後の異動等によって、変わってくる部分はあるかと思いますので、御理解頂
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ければと思います。 

それから、２点目、施設維持管理委託料ということなのですが、こちらは先ほど申し上げま

した二つの教職員住宅に係る消防用設備の保守点検であったり、浄化槽の汚水処理施設の維持

管理であったり、そういったところの予算を計上させていただいているところです。 

以上です。 

○宍戸健悦教育長 鮎川と中津山の住宅がそれぞれ今もあるということで、入居する人がどん

どん少なくなってきている状況なので、４月以降の異動状況も見ながらということになるとい

うふうに思います。 

そのほか、御質問等ございますか。はい、梶谷委員。 

○梶谷美智子委員 先ほど、学校管理課長から説明があった給食費の改定ですけれども、本当

に物価高騰の折、子供たちの栄養をどうやって確保していくか、給食の提供に当たっては、い

ろいろと御苦労が多いと思います。今回、値上げをしていくということは説明でよく分かった

のですが、ただ、保護者の方にとっては、小学校と中学校・幼稚園と負担額に大きく違いがあ

るわけで、これをどのように御理解していただくのかというのは、大変なことだなと思いまし

た。 

給食費は、６月から口座引き落としされるということで、準備期間というか、保護者の方に

御理解頂く期間というのも、そんなにたくさんあるわけではありません。この給食費の改定に

ついて、今後どのように保護者の方に御説明し、御理解いただいて、次年度の給食費引き落と

しというところまで持っていくのか、今後の進め方について教えていただきたいと思います。 

○宍戸健悦教育長 はい、学校管理課長。 

○土田順平学校管理課長 はい。 

小学校については、実質的な無償化ということでございますが、先ほどお話がありましたと

おり、中学校については引上げというような形になりますので、６月に第１回目の振替日を予

定しておりますけれども、それまでの間に、可能な限り御理解頂けるように周知を図っていき

たいと思います。 

今後の流れといたしましては、議会での議決が承認後に、規則の改正を本委員会へ上程させ

ていただいて、承認されれば適用という形になるところですが、議決の承認前ではあるのです

が、事前に学校を経由し、こういった学校給食費の改定案についてお知らせをする予定です。 

一度お知らせをさせていただいて、４月以降に本通知というような形で、再度学校を経由し

てお知らせをする予定です。可能な限り、保護者の皆様に御理解頂けるように努めていきたい

と考えております。 

以上です。 

○宍戸健悦教育長 よろしいでしょうか。 

まずは、３月１９日まで議会がありますので、議決を待つという部分もありますけれども、

年度内にまずは１回周知をしておくということで、新年度にしっかりと説明をしていかなけれ

ばならないというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

そのほか、御質問ございませんか。 

今泉委員。 

○今泉良正委員 私も、給食費についてどのように周知していくのか、後で聞こうと思ったの
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ですが、今お聞きいたしました。 

５９ページの、外国青年英語指導費なのですが、ここに、委託料と、負担金というのがあり

ます。おそらく、業者に委託してＡＬＴを派遣してもらうのと、ＪＥＴを通じて独自で来てい

ただくことに対しての予算だと思われますが、業者委託とＪＥＴの割合は、現在どのようにな

っているかということについて、お聞かせください。 

○宍戸健悦教育長 はい。学校教育課長。 

○山田敦子学校教育課長 本市では、現在ＪＥＴが２名、それから民間に委託しているＡＬ

Ｔが１４名となっております。 

○宍戸健悦教育長 はい、今泉委員。 

○今泉良正委員 民間委託だけではなくて、現在ＪＥＴも今後ずっとやっていくということ

ですか。 

○宍戸健悦教育長 学校教育課長。 

○山田敦子学校教育課長 はい。 

ＪＥＴにつきましては、現段階の予定といたしましては、８月から契約になっているので、

令和９年の７月までＪＥＴから２人来ていただいて、それ以降は、クラス数等も確認しながら

となりますが、全て民間委託に移行する予定でおります。 

○宍戸健悦教育長 その予定ということであります。 

ほかにございませんか。 

たくさんの来年度事業の説明が記載されておりますので、質問も大変多岐にわたる部分がご

ざいますけれども、予算に関しては、このぐらいでよろしいでしょうか。 

よろしいですか。 

（「なし」との声あり。） 

今後、新年度になっても、いろいろな事業についてその進捗や、あるいは新たな課題等につ

いても、議論をしていくことができますので、その都度、諮っていきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

 

第１１号議案 石巻市医療的ケア運営推進会議の設置について 

○宍戸健悦教育長 次に、審議事項に入ります。 

第１１号議案、石巻市医療的ケア運営推進会議の設置についてを議題といたします。 

学校教育課長から説明をお願いします。 

学校教育課長。 

○山田敦子学校教育課長 それでは、審議事項、石巻市医療的ケア運営推進会議の設置につい

て御説明申し上げます。 

本案は、学校における安全安心な医療的ケアの実施体制を整備するため、保健・医療・福祉

等の関係機関との連携を強化し、医療的ケア児への適切な支援を推進することを目的として、

意見徴収の場である石巻市医療的ケア運営推進会議を設置するものでございます。 

表紙番号１の８ページ、９ページを御覧ください。 

まず、施策等を必要とする背景及び目的でございますが、医療技術の進歩等を背景として、
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人工呼吸器や胃ろう等の医療的ケアを日常的に必要とする、いわゆる医療的ケア児が増加して

いることなどから、令和３年９月に、医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律が

施行されました。 

本市におきましても、学校における安全安心な医療的ケアの実施体制を整備するため、令和

７年４月に「石巻市立小・中学校及び高等学校における医療的ケア実施に係るガイドライン」

を策定したところであります。 

今後は、医療的ケアの実施体制のさらなる整備を図るとともに、保健・医療・福祉等の関係

機関との連携を一層強化する必要があることから、専門的な知見から意見を聴取するため、本

推進会議を設置するものでございます。 

根拠法令及び総合計画または個別計画との整合性、提案に至るまでの経過につきましては、

記載のとおりでございます。 

主な内容でございますが、本推進会議は、教育委員会からの依頼に応じ、専門的な知見から、

医療的ケアの実施体制や支援策について意見を述べる懇談会形式の機関とし、意見を求める事

項や構成員は記載のとおりでございます。 

実施した場合の影響・効果につきましては、医師や訪問看護師等から専門的な助言を得る体

制が構築されることで、学校現場等における安全性の向上が図られるとともに、福祉・医療部

局との円滑な情報共有が進み、保護者の付添い負担の軽減を初めとする医療的ケア児に対する

切れ目のない支援の充実が期待できるものと考えております。 

他の自治体との政策との比較検討につきましては、他自治体においても同様の会議または協

議会等が設置されております。 

今後の予定につきましては、令和８年３月１日を本会議の設置要綱の施行日とし、第１回推

進会議については、３月中の開催を予定しております。 

以上でございます。 

○宍戸健悦教育長 はい。 

それでは、ただいまの説明に対して御質問等ございませんか。 

よろしいですか。 

大和委員。 

○大和千恵委員 実際に今、現場で、この医療的ケアを必要としている児童生徒の数はどの

ぐらいいらっしゃるんでしょうか。 

○宍戸健悦教育長 はい。学校教育課長。 

○山田敦子学校教育課長 はい。 

現在のところ、２名の児童が実際に医療的ケアを受けながら、学校生活を送っているところ

でございます。 

○大和千恵委員 ありがとうございます。 

○宍戸健悦教育長 はい。 

９ページにあるところですね。 

はい、それではそのほかございませんか。よろしいでしょうか。 

（「なし」との声あり。） 

○宍戸健悦教育長 それではないようでしたら、第１１号議案、石巻市医療的ケア運営推進
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会議の設置については、原案のとおり決することとしてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」との声あり。） 

○宍戸健悦教育長 それでは異議がありませんので、第１１号議案については原案のとおり

可決いたします。 

 _________________________________________________________________________________  

第１２号議案 石巻市学校運営協議会規則の一部を改正する規則 

○宍戸健悦教育長 第１２号議案、石巻市学校運営協議会規則の一部を改正する規則を議題

といたします。 

学校教育課長から説明をお願いします。 

学校教育課長。 

○山田敦子学校教育課長 それでは、ただいま上程されました第１２号議案石巻市学校運営協

議会規則の一部を改正する規則について御説明申し上げます。 

本案は、公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法等の一部を改正す

る法律において、地方教育行政の組織及び運営に関する法律も一部改正され、学校長が学校運

営協議会の承認を得て定める学校運営に関する基本的な方針に、教員の業務量の適切な管理と

健康福祉を確保するための措置、業務量管理健康確保措置に関する内容を含めることが義務づ

けられたことから、本市の学校運営協議会規則についても一部改正を行うものでございます。 

以下、改正内容について御説明申し上げますので、表紙番号１の１２ページ、あわせて表紙

番号３の２ページを御覧願います。 

初めに、学校運営に関する基本的な方針の承認について定めている第４条第１項について、

第３号として、「教職員の業務量管理・健康確保措置の実施に関すること」を加え、改正前の

第３号から第５号までを１号ずつ繰り下げるものでございます。 

次に、附則でありますが、本規則の施行期日を令和８年４月１日とするものでございます。 

以上でございます。 

○宍戸健悦教育長 はい。それでは、ただいまの説明について御質問ございませんか。 

今泉委員。 

○今泉良正委員 給特法の改正に伴ってこれが行われると思いますが、そもそも教育委員会で

業務量管理と健康確保措置の計画の策定が義務づけられておりますので、その進捗状況につい

て、まず教えてください。 

○宍戸健悦教育長 学校教育課長。 

○山田敦子学校教育課長 はい。計画につきましては、もう原案を作成しておりまして、その

内容について、現在校長会のほうに意見を求めており、そのすり合わせをして、間もなく完成

というところです。 

○宍戸健悦教育長 はい。今泉委員。 

○今泉良正委員 では、３月中に完成ということでよろしいですか。 

○宍戸健悦教育長 学校教育課長。 

○山田敦子学校教育課長 はい。間もなく完成いたしますので、次回の定例教育委員会でお

示しさせていただければと思います。 

○今泉良正委員 はい。関連していいですか。 
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その計画については、公表及び実施状況の公表が義務づけられていると思います。総合教育

会議への実施状況の報告も義務づけられているということになると思います。 

ということは、その実施状況について、学校から報告をもらわなくてはならないということ

になると思います。それで、ほかの地区では、すでに「４月からこういう報告をしてください」

という通知をされているようです。 

改めて考えると、もともとこれは学校の働き方改革ということで、調査等についてもできる

だけ集約して、あまり同じような調査はしないというような取り決めもあったかと思います。       

その中で、学校に対して定期的にいろんな調査をするというのは、仕方がないのかなと思いま

すので、ぜひその辺については計画的に調査できるように、学校に周知して頂ければなと思い

ます。 

それから、これに伴って、学校が学校評価の結果に基づいて講ずる学校運営の改善を図るた

めの措置が、計画に適合するものになることを義務付けるという内容で、学校教育法も改正に

なっていると思います。 

ただ、残念ながら、このことについて、各学校であまり理解をしていないのではないのかな

というふうに思います。この辺につきましても、学校に周知していただきたいと思います。 

併せて、この実際の地教行法の改正に伴ったこの措置についてですが、学校で、ちょっと誤

解があるのではないかと思うのは、業務量管理・健康確保措置の方針を学校運営協議会に承認

を得るということだけに目が行って、学校だけでこの方針をつくられるとちょっと困るのでは

ないかと思います。 

文科省のほうでは、学校運営協議会でこのように話し合うようにということで、対応例も出

ていて、要するに、地域が絡むことですので、学校だけでつくれるものではないということで

す。特に、学校と教師の業務の３分類、１９の項目についてそれぞれ学校運営協議会で話し合

うということになっています。 

どのように話し合っていくかについては、一つの例として文科省からも出ているので、是非

その辺のところも周知していただければなと思います。 

それに関連して、保護者向けのチラシも、国から出ています。学校がこのように変わります、

学校運営に地域も参画してください、こういうことで協力してください、それから、いろいろ

な行事等が削減になるかもしれませんが御理解をお願いしますといった内容の、保護者向けの

チラシも出ておりますので、こういうチラシを今後配っていくのも良いのではないのかなと思

います。以上です。 

○宍戸健悦教育長 学校教育課長。 

○山田敦子学校教育課長 はい。 

ありがとうございます。 

まず１点目、学校への周知というか、共有についてです。前回の校長会議におきまして、再

度私のほうから、学校ではこの法律改正に伴って、学校運営協議会に承認を頂く、学校の計画

について必ずこの内容を盛り込むこと、それから評価に関連するところにもなるので、しっか

りそこをよろしくお願いしますということをお話いたしました。 

それから、学校運営協議会での、いわゆる業務の３分類については、スーパーバイザーのほ

うから改めて通知をいたしまして、３分類の例が書いてあるところを一緒に通知いたしまして、
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熟議をお願いしますということで通知をしているところです。 

それから、保護者への周知につきましては、一度行っておりますので同じチラシになります

けれども、再度石巻市の取組とあわせて周知をしたいと思っております。 

以上でございます。 

○宍戸健悦教育長 今泉委員。 

○今泉良正委員 はい。大変失礼いたしました。保護者向けのチラシは、私も仕事の関係でい

ろいろな所に行っていますが、見たことがないと言う人が多いので、お話させていただきまし

た。ただ、石巻はもう配布していただいたということですね。ありがとうございました。 

○宍戸健悦教育長 改めて、これにつきましては初めてのことなので、幾ら周知しても全員に

しっかりと伝わるとは限らないので、何度も繰り返して、しっかりと周知していただきたいと

思います。そして、学校運営協議会の場で、それについての熟議をしてもらうように改めて確

認をして、進めていきたいというふうに思います。 

石巻市はコミュニティ・スクールについては力を入れておりますので、これについても、ス

ーパーバイザーのほうからも、各運営協議会でかなり話をしてもらっておりますので、再度こ

れについては徹底をするようによろしくお願いしたいというふうに思います。 

ほかにございませんか。 

（「なし」との声あり。） 

それでは、ないようでしたら、第１２号議案、石巻市学校運営協議会規則の一部を改正する

規則は、原案のとおり決することとしてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」との声あり。） 

では、異議がありませんので、第１２号議案については原案のとおり可決いたします。 

 _______________________________________________________________________________  

第１３号議案 石巻市芸術文化センター名誉館長設置要綱及び石巻市博物館名誉

館長設置要綱の一部を改正する告示 

○宍戸健悦教育長 第１３号議案「石巻市芸術文化センター名誉館長設置要綱及び石巻市博物

館名誉館長設置要綱の一部を改正する告示」を議題といたします。 

生涯学習課長から説明をお願いします。 

生涯学習課長。 

○高橋秀和生涯学習課長兼博物館長 はい。 

ただいま上程されました第１３号議案、石巻市芸術文化センター名誉館長設置要綱及び石巻

市博物館名誉館長設置要綱の一部を改正する告示について御説明申し上げますので、表紙番号

１の１３ページを御覧ください。 

本案につきましては、石巻市職員等の旅費に関する条例の全部改正に伴いまして、石巻市特

別職の職員で非常勤のものの給与及び旅費に関する条例の第６条から第８条が削除される等の

一部改正があり、当該条例を引用している例規の一部改正が必要となったものです。 

新旧対照表で御説明申し上げますので、表紙番号３の３ページを御覧願います。 

今回、二つの要綱の改正ということで、上段と下段に分かれております。 

まず、上段の石巻市芸術文化センター名誉館長設置要綱の第７条第２項中、「石巻市特別職

の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例(平成１７年石巻市条例第４３号)第６条」
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を、「石巻市職員等の旅費に関する条例(令和７年石巻市条例第４１号)」に改めるものです。 

また、同様に、下段になりますけども、石巻市博物館名誉館長設置要綱の第７条第２項中、

「石巻市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例（平成１７年石巻市条例第４

３号）第６条」を、「石巻市職員等の旅費に関する条例（令和７年石巻市条例第４１号）」に

改めるものです。 

表紙番号１の１３ページにお戻りください。 

附則になりますけども、本告示は、施行を令和８年４月１日とするものでございまして、こ

れにつきましては、先ほどお話をさせていただきました、「石巻市職員等の旅費に関する条例」

の施行日が令和８年４月１日となりますので、同日で施行するものでございます。 

なお、本改正につきましては、軽微な改正ということになりますので、庁議に付議すべき事

項の取扱いに基づきまして、庁議の報告につきましては省略することしております。 

説明につきましては以上でございます。よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○宍戸健悦教育長 はい。 

ただいまの説明に対して御質問等ございませんか。 

よろしいですか。 

（「なし」との声あり。） 

○宍戸健悦教育長 それでは、ないようでしたら、第１３号議案、石巻市芸術文化センター名

誉館長設置要綱及び石巻市博物館名誉館長設置要綱の一部を改正する告示は、原案のとおり決

することとしてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」との声あり。） 

○宍戸健悦教育長 では、異議がありませんので、第１３号議案については原案のとおり可決

いたします。 

 

その他 

○宍戸健悦教育長 それでは、審議事項を終了し、その他に入ります。 

初めに、委員の皆さんからございませんか。 

はい。梶谷委員。 

○梶谷美智子委員 ２点あります。 

１点目です。教育長の報告の中に、２月に入ってコロナ、それからインフルエンザが大分増

えてきているというお話がありました。 

コロナが蔓延していた頃、市立の学校や高校・幼稚園について、コロナ対応で使える予算だ

と思いますけれども、消毒であるとか、そういったものの予算を増やして、学校で対応できる

ようにしていただいていたと思うんですが、現在も引き続き、そういった感染症の対策のため

の予算措置を行われているのかどうかということを確認したいのが１点です。 

それから２点目ですが、質問ではありません。 

２月の初めに、これも教育長からお話ありましたが、先進校２校を視察させていただきまし

て、ありがとうございました。 

ちょうど２月３日に県の研修が開催されましたが、田村視学官から次期学習指導要領につい
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てのお話がありまして、その中で柔軟な教育課程の編成についてのお話があり、各校の独自性

を活かした豊かな教育活動を公ができるように、というような話だったと思うんですけれども、

２校を見学した際に説明を受けて、小中一貫について様々な取組をしていて、大変すばらしい

なと思って見てきました。 

桃生地区は小中一貫校になるわけですけれども、桃生にも色々な素材というか、豊かな素材

がありますし、様々な小中一貫の取組というものができるんじゃないかなというふうに、大変

期待を大きくしたわけです。 

また、桃生幼稚園は閉園いたしましたが、この後また、新田保育所も、閉所を予定していて

新しくこども園化するということです。そういったことを受けて、幼児教育と小中につながる

ようなカリキュラムなどそういったものも、例えば幼児教育から中学校までつながるカリキュ

ラムを導入するとか、そのような様々な特徴のある取組ができるのではないかなあということ

で、２月の研修と視察を通して、先ほども申しましたけど、期待を大きくいたしました。 

ありがとうございました。 

○宍戸健悦教育長 まず１点目、コロナ・インフルエンザ等の対策の予算について、教育総務

課長。 

○木下智由教育総務課長 はい、うちのほうで言うと保健費が小中学校等でそれぞれあると思

うんですけれども、おっしゃっていただいたとおりコロナの頃は国から臨時交付金を受けて、

いろいろ整備、あるいは消耗品、手洗いうがいはもとより消毒も含めて、感染症対策を活発に

行ってきたんですけれど、やはり、第５類に変わってからは国のほうからも、補助というもの

が大分なくなってきまして、各自治体でやれることをやっていくというところではあるんです

けれども、以前ほど予算は確保できていないというのが現状です。学校単位で、かなり工夫し

ていただいているので、その中でも必要なものについては、御意見があれば、父兄会などから

も色々な御意見を頂く中で対応してまいりたいと思いますし、引き続きできるだけ罹患を抑止

するような対策を考えていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○宍戸健悦教育長 はい、１点目については、よろしいですか。 

それでは２点目、何かございますか。 

はい、学校教育課長。 

○山田敦子学校教育課長 はい。それでは、私も福島県の視察に行ったときに、こども園から

中学校まで同じ校舎内に生活しているというところを、いいなあと思って見てきたところがあ

りました。 

今まさに桃生小中一貫についてはいろいろと、それこそ熟議を重ねているところなんです

が、まず、桃生にはたくさんの素材があるというお話でしたが、それは今の小中学校の校長先

生方も自覚されていて、ぜひふるさと桃生というところの、何かを一つ目玉としてやっていき

たいというところで、現在話合いを進めております。 

それから幼児教育との一貫というところで、これは桃生地区に限らず、やっぱり今年度、幼

保こ小連携っていうのは、これはもちろん進めていかなければいけないので、幼児教育プラン

を策定してそこに重点を置いてやっていきましょうということで、今年度から進めております。

それを進めていく上で「やっぱり中学校にも続いているよね」という意見が、様々な会議で聞

かれております。次年度は、まずこの幼保こ小の連携については、研修も含めて少し手厚く行
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ってまいりたいと思っています。その中で何回かは、可能であれば中学校のほうからも参加し

てもらって、９年間ならず、１２年間なり１５年間なりを、まるっと育てるというところで、

北上地区などはそのような形で進めているところもありますので、幼保こ小中連携について、

進めてまいりたいと思います。 

○宍戸健悦教育長 はい。 

非常に大事な視点でありますので、それぞれの地区において、やっぱり１５年間の学びをど

のようにしっかりと支えていくかっていうこと。 

それから、その土台となる幼児教育というのは特に、しっかり保護者をカバーしていくと言

いますか、応援していくというふうなところで、そして、それが小学校にもうまくつながるよ

うにというところで、幼児教育と小中学校の教育の連携というところは非常に大事な視点だと

いうふうに考えていますので、これについてはますます重点的に進めていきたいというふうに

思います。 

幼児教育センターの２人のアドバイザーは、今年は５歳児のいるところで４５か所、私立も

公立も含めて、回っているということですので、小学校との連携接続がうまくいくようにとい

うようなことでね、指導して回っていただいておりますので、その辺についても、ほかの地区

よりも進んだ部分がございますので、今後とも力を入れていきたいなというふうに思っていま

す。 

ではそのほか委員の皆さんから何かございませんか。 

依田委員。 

○依田晴美委員 これから、いろいろ学校の改修工事などが進んでいくんだろうなと思うんで

すけれども、私も２月初旬の学校の視察に行きまして、また、先日読み聞かせのために稲井小

学校に行ったんですけれども、そのときにちょっと感じたことについてお話します。 

些細なことなんですけれども、手すりのことです。稲井小学校の手すりは、非常に太いんで

す。なので、私がつかまろうと思っても、握ることができないぐらいの太さなんです。それで、

私が握れないんだったら子供は握れないんじゃないかなということをすごく思っていたんです。 

ただ、手すりを使って子供たちが危ない行為をするかもしれないから、小学校の手すりはこ

ういう太さなのかなってずっと思っていたんですけれども、先進校視察に行きまして、そうで

はないということが分かりましたので、ぜひ、今から改修工事をするときは、些細なことかも

しれないんですけれども、子供たちにとって使いやすいような改修を行っていただきたいと思

います。 

費用の面で安い仕様に、ということになってしまうのかもしれないんですけれども、質のほ

うも上げていただければと思いますのでよろしくお願いします。 

○宍戸健悦教育長 はい。学校管理課長。 

○土田順平学校管理課長 はい。ありがとうございます。 

私もそういった点については把握はしていなかったところではございますけれども、ただい

まのような御意見を頂戴いたしましたので、今後の改修工事につきましては、そういった些細

なところも含めて、可能な限り改修できるように調整をさせていただきたいというふうに考え

ております。 

以上でございます。 
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○宍戸健悦教育長 使う側の立場に立って、もう１回点検してみるというのは大事なことだと

思いますのでよろしくお願いします。 

それでは、そのほか、委員の皆さんございませんか。 

よろしいですか。 

それでは、各課長の皆さんからお願いいたします。 

教育総務課長。 

○木下智由教育総務課長 はい。 

先ほど、コロナの関係予算の件でご質問がありましたけれども、確かに当時ほどではないの

ですが、小中学校に各自、消毒用のアルコール代と石鹸代というのが予算要求で査定になって

いますので、そこで大分緩和できる部分もあると思いますが、以前に比べると予算は確かに少

ないというのが現状でございます。 

それから、私からなんですけども、前回の教育委員定例会における教育振興計画の関係で、

御意を頂いたことについてまとめさせていただいたＡ３の資料がございますので、そちらを御

覧頂きたいと思います。 

先日の、第１回定例教育委員会の際に、第２期石巻市教育振興基本計画実施計画の令和７年

度改定版案について、各委員から発言がありました内容につきまして、少し方向性を整理させ

ていただきましたので、御報告させていただきたいと思います。 

初めに、資料に沿って、今泉委員から御意見のあった、実施計画の全体のことについて、昨

年秋の総合教育会議の際に議論していただきました「教育ＤＸの推進」を追加するということ

についてですが、今回の実施事業の改定には盛り込んでおりませんが、２年後の第二期教育振

興基本計画の改訂版において追加する方向で、現在検討を始めているところでございますの

で、令和９年からの計画に反映できる予定です。 

それから次に、梶谷委員から、事業番号２４番の学校わくわくプラン事業の活動に市立図書

館の見学も入れてはどうかという御意見を頂きました。 

現状において、図書館見学については既に事業の一環で取り入れている学校も多くあります

ことから、モデルコースの一つとして今後紹介してまいりたいというふうに考えております。 

次に、同じく梶谷委員から、事業番号１０番と３０番の電子図書整備事業において電子図書

をきっかけとした子供たちへの読書の広がりについてということで御意見をいただきました。

令和６年度から始まった電子図書の事業「Ｙｏｍｏｋｋａ！」において、読んだ冊数や読書時

間の実績をもとに目標を定めておりますけれども、今後は推奨されている読書時間なども参考

に、読書の広がりを進めてまいりたいというふうに考えております。 

次に、今泉委員から事業番号７６番のコミュニティ・スクール推進事業の活動指標の学校運

営協議会の開催回数の設定と評価について、チェックシートを活用してはどうかという御意見

を頂きました。開催回数については学校での回数の差が生じていることもありまして、現状と

して平均的なところを考慮して設定しておりますが、御意見を踏まえて、これは総合計画の実

施掲載事業でもございますので、総合計画との整合性を図りつつ、来年度改定をして、令和９

年度の見直しに向けていろいろ検討させていただきたいと思います。 

次に、依田委員から、事業番号５７番、定住外国人就学支援事業の研修会の実施回数を活動

指標としておりますが、１００％と評価する基準はどうなっているのかという御意見がござい
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ました。これについては、支援に入る指導員の研修の充実が支援を受ける児童生徒に還元され

て、学校生活が充実したと感じられる成果につながっていくという理由から、活動指標として

設定しているということです。さらに関連して、今泉委員からの活動指標は研修会の回数より

も、支援の充足率ではないかという御意見については、令和４年度から、支援員の充足率は１

００％となっておりますが、指導員の資質向上を活動指標にしておりますが、今後、対応言語

の増加も予想されますことから、総合計画とも関係してくるので、整合性を図りつつ、令和９

年度に向けて見直しを検討してまいりたいと思います。 

次に、今泉委員からの事業番号７４番、協働教育事業の地域学校協働活動代表者連絡会議の

名称が分かりづらいので検討したらどうかという御意見については、令和８年度の連絡会議か

ら名称変更を検討して、修正を考えているということです。 

１月の定例教育委員会で御審議頂いた部分については、このような内容で取りまとめさせて

いただきますので、引き続きこのような部分を検討させていただきたいと考えておりますの

で、報告とさせていただきます。 

○宍戸健悦教育長 ただいまの件については御質問等ございませんか。 

（「なし」との声あり。） 

それでは、そのほか、課長さん方からどうぞ。 

学校教育課長。 

○山田敦子学校教育課長 はい。 

それでは、配付資料を御覧ください。 

私からは、令和７年度石巻市コミュニティ・スクール推進フォーラムについて御報告いたし

ます。 

日時、場所等については資料を御覧ください。 

参加者は今年度１１９名ということでございました。 

内容につきましては、まずは講演といたしまして、文科省のＣＳ推進名誉マイスター竹原先

生に横浜からいらしていただきまして、御講演を頂きました。 

本当に先駆者として、活動されてきた方のお話でございました。 

もう２０年前から活動が続いているということでお話を頂きまして、コミュニティ・スクー

ルが始まった当初の生徒が、もうコミュニティ委員として活動し始めているなどという話もお

聞きすることができました。 

その後、実践発表ということで、北上小中学校や桜坂高校の学校運営協議会より取組の発表

がありました。 

最後に、実践発表の講評として、ＣＳマイスターの今泉委員から御講評をいただきました。 

時間をオーバーするほど、中身の充実したフォーラムでございました。以上です。 

○宍戸健悦教育長 それでは、学校安全推進課長。 

○佐々木伸学校安全推進課長 はい、学校安全推進課から、配付資料の２番目を御覧ください。 

復興・防災マップコンクール表彰式についてです。１月２７日に、防災センターにおいて実

施しております。 

復興・防災マップづくりの学習については、平成２４年度から、東北大学災害科学国際研究

所の御協力を頂き、継続して取り組んでいる学習活動でございます。 
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このマップコンクールについては、コンクール自体は、平成２９年度から実施し、今年度が

９回目となります。 

今年度は、小学校は１５校、中学校４校から計５１作品の応募がありました。 

最高賞の石巻市長賞には、湊中学校２年生の作品が選ばれ、ほかに、広渕小学校が教育長賞、

雄勝小学校が特別賞などを受賞しております。 

なお、大和委員も保護者として御参加頂いております。 

このマップコンクールに関連して、これには記載しておりませんが、日本損害保険協会主催

で、全国を対象に実施している。小学校の防災探検隊マップコンクールにおいて、本市の北上

小学校の作品が最高賞である、文部科学大臣賞を受賞しております。 

なお、このコンクールで、昨年度も、大街道小学校の作品が、文部科学大臣賞を受賞してお

り、２年連続で本市の小学校の作品が文部部科学大臣賞を受賞しております。以上です。 

○宍戸健悦教育長 はい。教育総務課長。 

○木下智由教育総務課長 裏面の３、桃生幼稚園閉園式でございます。 

先ほど教育長や梶谷委員からもお話を頂きましたとおり、２月１日の日曜日１０時から、桃

生幼稚園の閉園式を開催いたしました。かなり歴史のある、昭和４８年開園の幼稚園が閉園と

いうことで、市長や議長を初め、多くの地域の方々に御来賓として参列していただきました。   

園児たちが遊戯や司会、感謝の言葉まで立派に務めておりましたので、とても盛大に終わるこ

とができました。以上です。 

○宍戸健悦教育長 はい。図書館長。 

○図書館長濱田久美 配付資料４番のいしかわこうじ先生講演会、「絵本に込める思い 絵

本が作る子どもと大人の絆」について御報告いたします。 

令和８年２月４日、マルホンまきあーとテラス小ホールにて開催いたしました。 

こちらにつきましてはポプラ社との包括連携協定に係るイベントとなっております。 

絵本作家のいしかわこうじ先生については、どうぶつかくれんぼシリーズや、たまごの絵

本、「おめんです」などの作品を代表としていろいろな絵本を書いておられる先生ですが、い

しかわこうじ先生をお迎えして、絵本製作や作家になるまでのエピソードや読書への思いなど

を語っていただきました。 

大型絵本やスクリーンを用いた読み聞かせもありまして、講演会後にはサイン会も開催され

ております。 

当日は、１８０名の親子連れなど、たくさんの方に御参加頂いて、大変盛り上がって楽しい

時間となりました。以上、報告いたします。 

○宍戸健悦教育長 はい。生涯学習課長。 

○高橋秀和生涯学習課長兼博物館長 はい。 

資料を別途配付させていただいております、日本遺産「みちのくＧＯＬＤ浪漫」普及啓発事

業でございます。 

こちらですね、文禄三年金山一揆と葛西晴信・伊達政宗－新発見！梅津コレクション「寛永

六年文書」をひもとく―」という名称で、３月１日日曜日１時半から、まきあーとテラス小ホ

ールで開催するものです。 

こちらは、博物館において金山関連資料の調査を行っておりますが、その一環といたしまし
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て、東北大学災害科学国際研究所の佐藤大介准教授、それから市民サークル「青葉山古文書の

会」とともに、読み進めてまいりました古文書の解読成果に基づくものでございます。 

当日は、佐藤准教授のほかに、本市の博物館の学芸員２名が、本市の日本遺産関連の事業の

取組、それから金山域の実態や、葛西氏の歴史について報告するというものでございまして、

これまで知られていなかった、戦国時代の葛西氏、それから、文禄三年金山一揆前後の伊達政

宗、支倉常長に関する事柄が、寛永六年文書に記載されておりましたので、その御紹介をする

予定としております。 

３月１日ということで、高校卒業式の後ということになってしまって恐縮ですが、もしお時

間があるようであれば、足を運び頂ければと存じます。 

それから、３月の７日、８日に、ＮＨＫのど自慢がまきあーとテラスの大ホールで開催され

ます。今回、８日の本選につきましては、おそらく今日あたりから当選した方にはハガキが、

当選しなかった方にはメールが届いているようでございます。 

今回、人数等の取りまとめはＮＨＫで全部やっているため、人数の確認はまだなんですけど

も、もし本選に当たれば、ぜひ見に来ていただきたいと思います。当たらなかった方につきま

しても、テレビで見ていただいたり、それから前日の予選につきましては、入場が自由になっ

ておりますので、１３時から１７時ぐらいに結果発表をして、翌日本選ということになってお

りますので、もし、お時間がありましたら足を運び頂ければと存じます。 

どうぞよろしくお願いします。以上です。 

○宍戸健悦教育長 そのほかよろしいですか。 

はい、諸々ありましたが、今の件について何か質問などございますか。 

すでに実施したものから、これから実施予定のものといろいろありました。よろしくお願い

します。 

それでは、皆さんからそのほかございませんか。よろしいでしょうか。 

はい、それではないようでしたら、次回の定例会の日程についてお願いいたします。 

○津田忍教育総務課長補佐 次回、３月の定例会につきましては、３月１９日木曜日、午後

３時３０分から開催する予定です。場所につきましては、市役所４階、４０１会議室で開

催いたします。よろしくお願いいたします。 

○宍戸健悦教育長 それでは、次回は３月１９日、この日は本会議最終日ということで、本会

議が終わってからということでございます。 

恐らく３時半には間に合うだろうというふうなところで見込んでおりますので、３時半開会

ということでよろしくお願いしたいと思います。 

それでは以上をもちまして、本日の定例会を終了いたします。 

ありがとうございました。 

 ______________________________________________________________________________  

 

午後 ４時７分閉会 

教 育 長 宍 戸 健 悦 

署名委員 今 泉 良 正 


